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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，植物寄生菌のうち，分類学上サビキン目（Uredina1es）スファエロフラグミウム科の6
属（C舳鮒伽3伽，肋〃o肋γαg〃舳，抑∬o卿肌∫抑αθγo助γαg〃㈹，Tゆ伽α馴｛舳および
丁吻加αg榊｛o畑∫）の各属に含まれる種について，主として形態的研究を行い現在までの分類について
再検討を行った。さらに，各種の宿主植物，地理的分布を明らかにしスファエロフラグミウム科の
各属のモノグラフを作成したものである。
　その概要は次の通りである。
　本研究はタイプ標本を含む日本国内標本約300点，国外よりの標本約300点計約600点を国内外の標
本庫より借用するとともに，著者自身による採集標本を供試し，光学顕微鏡および走査型電子顕微
鏡により形態観察を行い，その結果　1）冬胞子の細胞数，2）冬胞子柄の付着位置，3）冬胞子
の各室発芽孔の数，4）冬胞子表面の大型突起の有無の4形質を属の分類形質として採用すること
とし，それにもとづき各属の特徴を明確にした。また種の分類形質として　1）冬胞子の表面構造
および大型突起の形態，2）精子器，さび胞子堆，夏胞子堆の有無とその形態，3）糸状体の有無
とその形態の3形質を採用することとし，スファェロフラグミウム科を6属46種に整理した。
　ユ．0％榊榊伽8伽α
　同属はPetrakにより1955年に命名記載された一属で現在アフリカにおいてC－61ωゆo湖Petr．の
1種のみが報告されている。本菌の冬胞子は一室で多数結合し，梶棒状となり，冬胞子柄の先端に
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頂端細胞が生じている。夏胞子。冬胞子が確認されているが，精子・さび胞子世代は未詳である。
　2．∫抑鮒o卿α帥｛榊
　189ユ年Mag㎜sにより∫．α。α6伽（Cooke）Mlagn．を基準種として命名記載された。冬胞子は横，
縦両隔壁で4～9室に区分され，球形，楕円形で表面に大型の分枝状突起を生じる。本属は現在ま
で18種が報告されていたが，おもに冬胞子の細胞数および突起の形態について比較検討し15種に整
理統合した。さらに本研究の結果2種（∫．α肋伽，＆㈹α左㈹）を新種として命名記載した。
　3．肋〃o肋㈹g伽㈱
　190ユ年P．＆H．Sydowにより尻伽γ伽8Syd．を基準種として命名記載された属で，この属に含ま
れる多くの種は精子器，さび胞子堆（夏胞子堆型），夏胞子堆および冬胞子堆を形成する長世代型同
種寄生種である。多くの種の精子器はタイプ7（角皮下）で，1種のみタイプ5（表皮下）である。
冬胞子は3室でその形態は基部が2室，上部が1室となり，各室にユケの発芽孔を有する。冬胞子
柄の付着位置は下部の2室の申聞に位置している。本属は現在まで15種が報告されているが，冬胞
子表面微細構造，糸状体の有無により13種に整理し，さらに本論文で命名記載した1新種（圧
舳肋肋㈱θ）を加えて14種とした。なお尻∫θ舳oε舳の精子器，さび胞子堆は今日まで未詳であっ
たが本研究により初めて確認した。
　4．丁吻ん湖9糀〃糀
　1824年Linkによりτ〃舳γ伽（DC．）Linkを基準種として公表された属で，本属菌は長世代型同
種寄生性で精子器がタイプ7（角皮下有限生長）であり，さび胞子堆（夏胞子堆型），夏胞子堆およ
び冬胞子堆を形成する。本属菌の精子器はタイプ11（角皮下無限生長）とされていたが，本研究の
結果角皮下有隈生長のタイプ7であることを初めて明らかにした。現在まで本属菌として4種が報
告されていたが2種に整理統合した。また，その申の1種については冬胞子の細胞数の違いにより
2変種に区分した。
　5．Tψんγα榊ψぬ
　19ユ4年Naou㎜offによりηθ炊γ舳づα州au㎜．を基準種として公表された属であり，夏胞子堆（さ
び胞子堆型あるいは夏胞子堆型）と冬胞子堆が確認されているが，精子器，さび胞子堆が未詳である。
本属は夏胞子および冬胞子世代の形態にもとづき3種に整理した。
　6．灼∬榊o㈹
　1906年Arth岨により凡励伽α施（L6v．）Arth．を基準種として創立された属である。凡oθ伽肋
はさび胞子・夏胞子・冬胞子の各世代が明らかにされているが，それ以外の種は夏胞子。冬胞子世
代のみが報告されている。現在までu種とされていたが，主に冬胞子表面の突起の形態を種の分類
基準として検討した結果9種に整理統合した。
　以上，スフファロフラグミウム科の各属およびそれらの属の種について報告したが，さらに各種
の宿主植物について述べ，C㈱肌伽s伽αはシナノキ科植物，肋〃o伽αg伽舳，Tγ榊㈹榊｛舳はそれぞ
れマメ科およびバラ科植物に，心8∫0卿γαはウコギ科，センダン科植物など広い宿主範囲を持ち，
∫抑α㈹伽αg伽㈱の大部分はマメ科およびバンレイシ科植物に寄生し，また，丁吻伽α紗づo畑8はキ
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ンポウゲ科，マツ科およびミヤオソウ科植物に寄生することを報告している。
　また，各種の地理的分布について，C舳榊伽s伽αはアフリカ地域，H吻1o伽α榊｛㈱は熱帯から暖
温帯に，柳∬o畑伽は熱帯から冷温帯に，∫助α舳肋γαg伽舳は熱帯から暖温帯に，丁吻加αg伽㈹は
北緯20度から80度までの温帯地域に，Tγ榊γαg猟｛o畑∫は北緯40度から60度までの温帯地域にそれぞ
れ分布していることを報告した。
　さらに，スファエロラグミウム科6属の形態的特徴より6属のうちHψαlo伽α帥｛㈱，灼∬oク∫oγα，
∫肋αθ妙伽α榊｛㈱，丁吻伽α鮒｛㈱，Tψ伽α馴幼挑の5属は形態的に類似し系統的に近縁であること，
また，C㈱伽郷伽αはこれら5属よりもラベネリア科（Ravene1iaceae）に近縁であることを推察した。
　以上のような研究結果にもとづきスファエロフラグミウム科（Sphae．oph．ag搬iaceae）の各属のモ
ノグラフを作成したものである。
審　　査　　の　　要　　旨
　さび菌類はBro㎎niartが1824年一つの目（O．der）と認め分類式を公表以来多くの研究者により分
類学的研究がなされて来た。しかし，分類学上の見解の相違により科，属の取扱いが異なる場合も
生じている。本研究は近年（1983）Cu㎜㎜ins＆　服atsukaにより新しく創設された科であるスファ
エロフラグミウム科について分類学的研究を行ったものである。本科は今日まで断片的な研究にと
どまり，同科について種の取扱い，宿主範囲，地理的分布に関し全般的に集大成した研究は皆無であっ
た。
　本論文は，著者の採集による標本および世界各国の標本庫よりタイプ標本を含む約600点の多数の
標本を借用して供試し，光学顕微鏡，走査型電子顕微鏡により詳細な形態学的観察研究を行った。
これらの研究結果，スファエロフラグミウム科6属および46種について詳細な記載を行うとともにラ
各種の形態および宿主植物による検索表を新しく作成した。また本研究により新種∫助α㈹ψ伽αg一
伽㈹α肋2加∫閉ατ㈱，H吻10榊μ｛洲〃肋｛㈱舳および新変種丁ゆ伽α獅｛㈱〃舳伽8Var．脇o一
舳1㈹を記載した。
　これら一連の研究は，著者のすぐれた着想と細密でかつねばり強い研究遂行によるもので高く評
価され，今後のこの分野における研究進展に多くの示唆を与えるもので，これらの知見は植物さび
菌類の分類学上から貴重な情報を与えたもので，植物病理学の基礎分野として注目すべきものであ
り，これらへの貢献は大きく高く評価される。
　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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